全回の詳細事業内容
（特定高齢者・一般高齢者用・運動器の機能向上の進め方マニュアル）

作成者：（社）日本鍼灸師会　介護予防運動指導員養成講座講師・（財）東京都老人総合研究所　介護予防主任運動指導員　山崎貴充

事前評価＜初回＞
＜担当：当該担当ケアマネージャーまたは介護予防運動指導員・鍼灸師＞
□フェイスシート記入⇒地域包括支援センター、介護予防支援事業所のケアマネージャー
または事業所担当者（鍼灸師）
□体力測定　　　　　　　　　　　　

＜担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞
□リスク評価

□運動を行うにあたっての配布・説明

※問題がある場合、かかりつけ医の意見書提出
＜担当：鍼灸師＞
□痛みの評価（含む健康度自己評価）
＜2回目までの作業：担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞

□運動器の機能向上計画書作成
□トレーニングシートの各項目設定
□ホームエキササイズ用トレーニングシート作成
運動指導＜3ヶ月間：2回目～　　回目＞
＜2回目以降担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞

□毎回、運動の記録に評価を記入
□特定高齢者は運動実施前チェック・指導者チェックシートにて問診、バイタル等各項目を毎回チェック

＜1ヶ月・2ヶ月・3ヵ月後：担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞

□1ヶ月単位の目標達成状況の評価（運動器の機能向上計画書へ記入）
事後評価＜　　回目＞
＜担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞　　　　　　　　　
□体力測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞

□痛みの評価（含む健康度自己評価）
□基本チェックリスト記入
＜最終回までの作業：担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞
□効果判定の作成
□運動器の機能向上計画書完成作業
□セルフモニタリング作成
□ホームエキササイズ用トレーニングシート作成
効果判定＜最終回＞

＜担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞

□効果判定の説明

□セルフモニタリングの説明・※可能な場合、3ヵ月または6ヵ月後の体力測定の説明（別紙補足プリント・セルフモニタリング参照）
地域包括センターへの報告・提出（効果判定後）
＜担当：介護予防運動指導員・鍼灸師＞
□１業務完了報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部）

□２請求書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部）

□３アウトカムに関する評価表　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□４アウトプットに関する評価表　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□５事業実施日報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□６事業出席状況一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□７基本チェックリスト新旧比較表（開始時に市または地域包括から提出を受けたものと11回目に記入していただいたものの比較）　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□8･9･10アセスメント結果新旧比較表･QOL新旧比較表･個別サービス計画表は運動器の機能向上計画書として提出　　　　　　　　　　　　　　　（市区町村1部・包括1部）
□セルフモニタリング（ホームエキササイズプログラム）のコピー
（市区町村1部・包括1部）
※最重要事項：特定高齢者・一般高齢者のフォローアップ
＜担当：市区町村担当職員・または担当事業者＞

□3ヵ月後もしくは6ヵ月後の体力測定実施
※体力が著しく低下している場合、自治体および当該地域包括支援センター等へ報告
※この項目は今後、重要な課題として考慮すべき項目であり、地域支援事業というカテゴリーではもっとも大切な分野となる。自治体における早期対応を期待。
